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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 28日 (2005.3.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 高 周 波 処 置 具
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 絶 縁 性 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 軸 方 向 に 突 没 す る 電 極 部 と
　 先 端 部 に 配 置 さ れ 、 と 交 差 す る 方
向 に 延 設 さ れ た
　 複 数 の 引 掛 け 部

高 周 波 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 生 体 組 織 を 高 周 波 切 開 に よ っ て 切 除 す る た め の 高 周 波 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 電 極 部 の 向 き を 調 整 す る 必

先 端 と 基 端 と 長 手 軸 と を 有 し 、 か つ
前 記 長 手 第 １ の 、

前 記 第 １ の 電 極 部 の 前 記 第 １ の 電 極 部 の 前 記 突 没 方 向
第 ２ の 電 極 部 と 、

前 記 第 ２ の 電 極 部 に 設 け ら れ た と 、
か ら な る 処 置 具

処 置 具



要 が な く 、 生 体 組 織 へ の 引 掛 り が 十 分 で 、 か つ 、 出 血 部 位 の 凝 固 止 血 も 可 能 な 高 周 波
を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 電 気 絶 縁 性 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス と 、 前
記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 軸 方 向 に 突 没 す る 電 極 部 と

先 端 部 に 配 置 さ れ 、 と 交 差 す る 方 向 に 延 設 さ れ た
複 数 の 引 掛 け 部 高 周 波 で

あ る 。 　
　 そ し て 、 本 発 明 で は 、 生 体 組 織 へ の 高 周 波 処 置 時 に は 電 極 部 の 複 数 の 引 掛 け 部 の
い ず れ か を 生 体 組 織 へ 引 掛 け て い る の で 、 電 極 部 の 向 き を 調 整 す る 必 要 が な く 、 生 体 組 織
へ の 引 掛 り が 十 分 で あ る 。 さ ら に 、 電 極 部 の 外 周 部 を 出 血 部 位 に 押 し 付 け る こ と に
よ り 、 出 血 部 位 の 凝 固 止 血 も で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 に よ れ ば 視 鏡 的 粘 膜 切 除 を 行 う 際 に 、 切 開 部 位 に 合 わ せ て 電 極 部 の 向 き を 調
整 す る 必 要 が な く 、 生 体 組 織 へ の 引 掛 り が 十 分 で 、 か つ 、 出 血 部 位 の 凝 固 止 血 も 可 能 で あ
る 。
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